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DIII(RhoIII)(L, W)（D-like）抗原を欠如するD (Rho)

型血球と其の臨床的意義

昭和42年2月7日受付

早川善郎
（東京標準血清松本工場）

On four cases of DIII antigen (D-like or L-W antigen)

lacked blood sample.

Zenro Hayakawa

　　　　　　　　　　（Chief　of　Technical　Experts，　Tokyo　Standard　Serum　Co，）

　1940年K，LandsteinerはMacacus　rhesus血　　　いて詳細な比較倹討を行い，それぞれの抗体の構造上

球で，ウサギを免疫して得た抗体が白人の約85％の赤　　　に差異のあることを認めた。これによると，人の血球

血球を凝集することをみつけ，rnacacus　rhesus赤血　　　免疫によつて生ずる抗D抗体は抗DI，u，lll，チンパソ

球と人赤lfl1E・Rに共通な抗原のあることを確認，この共　　　’f　t　一一　JflLew免疫によつて坐ずる抗D抗体は抗Du，m，

通抗原をRh抗原とよび，さきの抗体を抗Rh抗体　　rhesus　monkeyのような下級猿lf艮球免疫によって生

と・駄だ①．このRh抗f楓，　ABO適合・1舶の際の　ずる抗D抗得・蹴D。という髄鱒つことが確識

溶血性副作用の原因となるとともに②，P，　Levine，　　れ，このことから人のD抗原はDI，1．m，チソバソヂ

R・E・StetsonがErythroblastosis　Fetalisの児　　　一のD抗原はDrr，m，　rhesus　monky等（rnacacus

を産んだ母親血蒲中に認めたABO式liL液型等とは無　　　irus，　macacus　nemesteria，　macacusa　fuscata，

蘇の鄭③と噸のものであり、　．kLっ・の抗体が　m・cac・・cy・1。，i・等）の蹴原はD。とい蛾騨

Erythroblastosis　Fetalisの原因の主役を演ずるこ　　造を持つと結論している。1961年，野田，早川等⑪は

とが判明するに及んで，血液型と疾患とのつながりが　　　このD］n抗体がモルモツトの正常i血1満中に諏められる

再び大きく注醸を集めるにいたつた④⑤。　　　　　　　ことのあること，及びDll抗原を欠如するrhesus

　これがきつかけとなつて，新しい血液型因子の発見　　　monkey血球のあることを報告したが，同じ61年P，

と，その悶子と溶血性疾患の関連が併せて追求される　　　Levine等も⑨モルモットの正常煎L漕中にこの種抗体

ようになり，それ以降のRh系血液型因子の発見及び　　　の存在した例を報告している。このほかJ，　Swanson

新しい血液型発展の基礎となつた。その後，rhesus　　等⑱はこの種の抗原について人の成畏過程，或はDの

monky赤血球のD抗原と，人赤血球のD抗原との本　　亜型との関係等を迫求している。これ等一連の研究

質にっいての究明が盛んに行われ」952年J．Murray　　は，いつれもD抗原というものの分析若くは其の本質

等は⑥⑦⑧D型1血球とd型血球を熱処理したあとの上　　　的な相違点等の追求で，臨床的に璽要な意義を持つも

清をモルモツトに海射すると，そのいつれによつても　　　のではなかっkが，1963年，P．　Levine，　J．　Walla－

D抗原に対する特異性を特つ抗体を産坐させることが　　　ce，　R，　Sanger⑧等はD型の人に抗D抗体が産生され

できるとし・この抗体を“D　一　like”抗体とよび，抗　　　たという慕例をとり上げて探究した結果，この人は先

原を“D－iike”抗原と称んだ。更にP・Levine等は　　に上竹がDmと書い，これ等の人達が“L－W・とい

⑨・・h・……k・y赤蝿で嬢して得られ蹴　った撫歓如しており，・の働。の抗馳持つ普

体即ちK・Landsteiner　and　A・S・Wlenerが最初　　　通のD型血球による輸血によつて，この欠如抗原に対

に見出した抗体と，」。Murray等がD型或はd型人　　　応する抗体を生じていたものであることをつきとめ

赤血球の熱処理上清による免疫で見出した“D　一　like”　　た。　このようなDtU抗原を欠如するD型血球の存在

抗体は同質のものであると結論し、その後これ等の人　　　にっいては，1965年早川等⑭も，rhesus　monkey

はこの抗原を“L－W”抗原とよぴ，この抗体を“L一　　血球免疫抗D血澗を用いて22万余例の健康入について

W”抗体とよんでいる。　　　　　　　　　　　　　　しらべたところ，この血澗に対して反応が陰性に終

　これとは別に，1956年上竹⑩は人に産生される抗D　　　始する血球のうち，人抗D抗体で感作したあとの

抗体と，チソパンヂー及びrhesus　monkey等の下　　　Coombs反応が陽性を示したものが比較的多く存複

級猿血球免疫によって産生される抗D抗体の構造につ　　する辮実を認め，同じD型⊥flLtwのうちに，この抗体に
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対応する抗原を欠くもののあることを報告している。　　　　　2）M夫人illLbRと正常OM－cCDEe型1血L球の人

P．Levine等の報告は，　rhesus　monkeyと共通な　　　抗D1血消に対する凝鍋反応の比較

抗原を欠いている人が，これを持つている人の血球で　　　M夫人のJllLPtと，鋤免抗D面．潜に対して完分な陽挫

免疫されると，’対応抗体を生ずる可能性を稟際に’裏付　　を示すOM－－cCDEe型1白L球との人抗D1血［溝に刈’する

けたもので，臨床上重要な知見であるとともに，早川　　　態度を間接クームス試験によつて調べた結珂こは第2i凝

等の日本人の比較的多数にこのような型の血球の存在　　　のとおりである。

が予想されるとする報告と関連して，今後，輸1血L閲題　　　　即ちM央人1血1球は普通のOM－cCD工s’e　llitLNkL、1；；・il！：変

とからんで複雑な姿を展醐しようとしている。私はこ　　　らない凝集態度な人抗Dl白1溝に対’して示す。

れ等の点に留意し・所調人抗DJ前L清1こは陽性を示すの　　　　　3）　M央人lllL球による人抗D虚1溝と動免抗DinL

V‘　「hesus　m眺ey【血1球鮫モルモツト1備（以下　溝の吸∫鳳験

娩抗D血清という）に［翻…の反ル噸轍血球の発見　　3，－i）動勉‘DJ備の吸鰍験

につとめた。その結果，このような型の1血工球は比較的　　　　動免抗D血清に，M央人血隷の等昂：な加えこの｛，1【：体

多く存在するのではないか雌察できる状態晦る・　鰍収したあと溺嬉体の消勲調べた綱こ醇～3の如

然し，現段階ではこれ等血隙のすべてに充分な検討を　　　くで，其の抗体価には金く変化が認められない。

加えたとは言いがたいので・其の頻度等については改　　　　3－－ii）M夫人1血L球による人抗D血滴の吸収

めて報告することにするが・こうした血L球の検索例を　　　　人抗D血、漕にM夫人lt［1球の等鰍な加え，吸収な背つ

鮪して徽判をあ瀦た・’と膨ものであ・　　嫡と，tの抗体の鋤癒調べ酬課職4の姻

　　例1〕M夫人　　　　　　　　　で・M夫人の抗体吸収能期霊普通のD型1鱒とや畷
大阪市吹肺民病院から鮒さltxた検体で，1血液は　ることが分る・

良好な状態で到着していた。M夫人ば健康な妊婦であ　　　　以上吸収訟験の結果はM央人の血球は人抗DI（ltma

る。　　　　　　　　　　　中の抗D抗体をを・普通のOMN－cCDE・鋤f艮球砒
　　　1）　M夫人血球の各種抗血L消に対する反応は衷　　　べてはやx劣るが然しその大部分を吸収するが・動免

1に示すごとくであつた。　　　　　　　　　　　　　　抗D血溝に与える影響はOMN－cCD恥JnL球とは鞍し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くことなり，0圃D血球は動免抗D血L漕に著しい影響を

　　表t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与えるのに反しM央人diL球ば何の影響をも与えないこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛ブ　　　とを示している。

抗備ABD・D・D・D・D・D・㌃　　・）熱解離徽
蝶反応1・・1・F4144i・i・　M夫人｛㈱こ5髄働触D㈱勧・1え・室温に
備考 al，：君識畏繍；厚繍鵬清　髄鍵撒・轟蹴器蟹藷蔓糠

　　　De　　動免ll且溝　　　　　　　　　　　　　　は褒5の如くである。

　　　牛アルブミン　対照，22％．牛アルブミソ

表2
＼＼ _－lllL溜稀釈

　作用血球＼・＼

M　夫　　人

OM。cCDEo

：2

4

4

：4

4

4

：8

4

4

：16

4

4

：32

4

4

：64

3

3

；128

2

2

t256

2

2

：512　　：1024

2　　1”

2　　1

：2048

0

．1

表3

来　吸　収

M夫人lfilenで吸収

BM－CCDee型
　　　血球で吸収

＼．抗lf艮漕稀釈
　　・～．．一一、、　　　　未　　　：2　　：4
f’F用，血球　　1、1－＼、

OMNcCDEe

OMNcCDEe

OMNcCDEe

：8　　：16

・1・「・1・i・
3

0

3

0

3

0

2／　　　1

；O　o

：32

iF
』1－

V旧

0
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表4

未　吸　収

M夫人山L球で吸収

OMN・－cCDEe型
　　　血球で吸収

f匿旦血醜二然鯉　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　．．、一一t－．．t．＿＿　　　＿一

＼抗血溜稀釈
　㌦＼．、．、　未：2：4：8：16：32：64：128：256：512：1024：2048

・M・－ccDE・1・i44i・1・1・1・1・1・い1・i・

OMN℃CDEe

OMN－cCDEe

3

0

2　2ノ

0　0’

1！

0

O

0

0

0

0

0

0

o

0

0

o

0

0

0

0

0

表5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝集している血球と，全く凝集しない血球とが混在し

作用1血球゜狽d， OM－
cCDEe

AMN－－
CCDEe

BM＿　　　　ていた。即ち表7のごとくである。

CCDee　　　　　　3）　F氏血球による人抗D血満と動免抗D血消

凝瓢応1。1・「・i・　の吸ll轍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－i）　F氏1血球で人抗D血澗を吸収した結果は袈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8に掲げたようなものでF氏血球は或る程度抗体を吸
肚峨臓績から・M夫人tUbl°「k　rhesus　m°1ユ騨 @JISC－rるが，一．．．muの、n、球と嚇。は　脚，ひらき灘め

key触抗D鰭闘応す砿原歓姻るものと　ら描。
考える。

表8
栃親翻臨人。抗。，動免抗。とも、．＼糠

反応瀬臆間接・一ムス試罎鰯さ施すると，蔀吸1 ｫ・
：2

の1血球のみが麟し・榔1㈱ま麟を示さないとい　未吸収4
う理由で精査撚められたものである・F氏は健駄　　F氏血球4

男子である。一般の餐般試験は本題と無関係であるの　　　OMN

で，本題と関係のあ・部分の囎㈱鮒・・　　cCD臨2
　　　1）　F氏血球の各種抗D血清に対するスライド

：4

4

3

1’1

：8

4

】．

0

：16

4

1

0

：32

3

1，t

0

：64

3

0

0

：128

3

0

0

：256

2

0

0

：512

1

0

o

：1024

0

0

0

法並び購管灘よ磯集購・表・の如くであ　・ll騰慧は黙離饗繋験による
る。

3－・ii）　F氏【血球で動免抗D血清を吸収した結果

表6　　　　　　　　　蔽9のとおり℃砥血球麟免抗D抗体の吸収能
抗血剰・・1・・P・1・・i・・1・1，　力はな・・．

騰応いi・1・i。1・i。
備考　Di－Ds　外国製人由来スライド法用血清

表9

D、，・、薩人蛛…ド法馳漕　　＼遡蝉轍
D6　　　動免」血清　　　　　　　　　　　　　　　吸収血球　』＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未　吸　収

2）　F氏血球にっいての間接クームス試験　　　　　F氏血球

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OMN－cCDEe
　表7　　　　　　　　　　　　　　　　　　血球

：2

3

3

2

：4

3

2

0

：8

2！

2’

0

：16

2！

2ノ

0

：32

1／

lu

0

：64

感作鯛・・｝・・［・・1・・1…　　1）襯血球゜MN’cCDEe型血球

血球蝋論（盛，最， 　4
（Free

　4
（Free

2）食塩水遠心法による

0

0

0

臨1・・ll・）・・11・）・…）・・ll・）・・11・）　・）人抗・で1．，　（’・した舐㈱・つ・燃灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行った上清についての試験

　5種類の人抗D血清でF氏血球を感作し，これにつ　　　　　4－i）種々な人抗D血清で感rFした血L球をクーム

いてクームス試験を実施すると，すべて，強く充分に　　　X血溝に加え，凝集しない部分の【1且球を集め，型の如
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くに熱解離を行つて，その上清に，人抗Dで感作した　　　しないがこの抗体によつて感作されていゐことを知る

色々のD型nL球を加え，凝集反応をしらべた結果は表　　　ことができるが，動免抗D血満とは金く結びついてい

10の如くである。即ちクームス試験で反応陰性の血球　　　ないことを知る。即ちrllesus　monkey免疫｛）1‘1）抗

も抗γ一gl。bulin抗体とむすびついていること，即ち　　　体に対応する抗原を欠如するものであゐ。

抗D抗体と反応していることを知りうる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例皿〕M氏血球

　　　　表10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県に於ける鎭団血液型検査において，通僧のカ

＼＼、、作用血球

感作した抗血引脊＼

Dl

D2
Ds

D4

OMN－
cCDEe

4

4

4

4

OM－
cCDEe

4

4

4

4

AMN．　BM．　法（スライド法，試験管法）に」：つて聴々の抗D・lrlt

ccDEe　CCDee　　蒲に陰性を示し，間接クームス試験に強陽性な示す．irlL

4　　4　　　　球を追求したもののユ例である。M氏は女性，健康で

4　　4　　　　ある。

4　　　4　　　　　　　1）　M氏血球の各種抗D血L満に対する凝簗灰応

4　　4　　　　M長i血球について，各種の抗D調IL潤について液纏反

　　　　　　　　応をしらべた結果は錦13表に示し．た遡りで，いつれの

　　4－ii）F氏血球を等鑑の人抗D血溝に加え，感作　　　抗1血L潤に対しても反応は陰性である。

したあと，型の如くに熱解離を行い，上溝にD型及び

d型1血L球を加えこれ等の血球にクームス試験を実施し　　　　　　表13

購鞭響諜鼎詮を濾蟹翫奪［「Tぞ箸「ガ
て第嫌に示すよう誠鞭得た・・れによ；｝・ett，・　抗・血・測・・1・・1・・1・・1・・

表　11　　　　　　　　　　　2）M氏1㈱こよる各種抗D血善勒吸鰍験
作用
血球 OMN OM AMN BM OMN AN

感作 CCDEe cCDEe ccDEe CCDee cde cde
抗血清

Dl
D2
Da
D4．

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

0

0

0

0

　　　　　　M氏血球に各種抗D1血満の等燈を加え，37°Cに60

、d。　分温め・この吸収上潤について抗蹴体の消長欄ぺ

　＿＿　　　た結果は蓑14及び表15の如くでこの血球による販収で

0　　　は動免抗D血清，人抗D血清の凝集索価には変化が総

0　　　められない。
O

O　　　　表14　　動免抗血D清の吸収試験結果

4－iii）　F氏」血球を等量の動免抗D血溜に加え，　　　一
抗雌鰍【・2【1・1・sl・・61・32

吸　収　前 3 3 2

室温蘭塒間旙し嫡と・こ唖球eこついて形の　吸収後　3　32、・、〃
如く解離を行い，その上清について，色々のD型血球
の纏反応を調べたがいつ描離を。終始した．賜　　’作用ltabR°MN旧CDE

表12の如くである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表15　　人抗D血満の吸収試験結果

1　　　1”

ee・12　　　　　　　　脇綾
作用血球 OMN

cCDEe 　OMcCDEe
AMN
ccDEe c轟，　吸収前

未

4

：2

4

：4

4

；8

4

：16

騰応1・1・！・！・吸収後44441
14

　3

；32

3

3

：64

2

2

　　1
：128P256

2　　0

2　　0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜備考a）間接クームス試験による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b，作用血球OMN－CDE
　このことは，F氏1鼠球はrhesus　monkey免疫抗

D抗体とは全く結びつかないことを示しているa以上　　　　3）人抗D血満感作援のクー一ムス試験

一一・垂?ﾌ実験からF氏血球は人抗D血L清に対して凝集は　　　M氏血球を各種の人抗D血清で形の如くに感作し，
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この感作血球についてクームス試験を実施した結果は　　　　　　表17

表16に示すごとく，すべて強い陽性を示し，この血球　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　照

がD群嘱す・・とを示してい・．　　　抗血清ABD・D2D・D4D5D6！勉1

　　　　表16　　　　　凝馴・1・1・1　441・1・1・1・

感作抗蜻・，1・、1・si・4　D、　：客鵬欝翻鷹

麟反応i・い1・【・1・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す成績を得た。即ちK氏央人の血球は，人抗D血滴

　　4）熱解離試験　　　　　　　　　　　　　　　　に対しては正常D型血球と金く同輔の態度を示した。

　M氏∬旺球に5倍盤の動免抗D血消及び人抗D血満を　　　　　　3）　K氏夫人血球による人抗D　t血rs及び動免抗

加え37・Cに2時間温めて感作し，Ptの上清中の抗D　D血満の吸1鰍験

抗体を調べた結果，動免抗D血滴感作血球の解離上満　　　　　3緊i）動免抗D」血清の吸収試験

中には抗D抗体を醐できないが，人抗D血清感作血　　動免抗D備にK氏夫Aitntwの鞭を加え抗体価の

球の解離購中には糊に抗D抗体を証肌た。　　消長を検した結果は表19の如くで，抗体価に変化は認

以上の結果からM氏血球は所謂D哩1であるかどう　めえなかつた・

かは別として，D型群に属する1fiimeでrhesus　mon－　　　　3－ii）　K氏央人血球による人抗D血消の吸収

lcey免疫抗D抗体に対応する抗原を欠如しているも　　　人抗D血湾にK氏夫人血球を等徽加え，吸収を行つ

のと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　たあと・その抗体価の変動をクームス法でしらべた結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果は衷20の如くで，人抗D抗体の吸収能力はK属夫人

　　例W〕K氏夫人　　　　　　　　　　　　　　　血球も通常のOMN　CcDEe型血瓦球もほとんど同等と

　東京都町田市立病院から，動免抗D血滴で陰性，人　　　考えられる。

抗D血溝で陽憐な示すという理由で，検査を依頼され　　　　　3－iii）熱解離試験

たものである。1n腋は極めて良好な状態で到蒼した。　　　　K氏夫人血球に，血豫量の5倍盤以上の鋤免抗D血L

　　　ユ）　K氏夫人1飢球の各種抗血清に対する凝集反　　　消を加え，室温に6時間放1醗したあと，この血球につ

応は衷17に示すごとくであつた。　　　　　　　　　　　いて熱解離試験を試みたが表21に示す如く，解離上清

　　　2）K氏央人血球と正常のOMN－CcDEe型　　　に抗D抗体を証明することはできなかつた。

血球の人抗D血清に対する態度の比較　　　　　　　　　　以上の試験成緻から，K氏央人1血L球も。　rhesus

　動免抗D血清に対して充分な陽性反応を示す　　monkey免疫抗Dthltwに対応する抗原を欠如するも

OMN－CcDEe型血球と，　K氏央人血球との抗D人血　　　のと判断できる。

清に対する態度を間接クームス法で比較して，表18に

表18

K＼＼血清稀釈
　　　　作用血豪＼＼

K氏夫人
OMN－CcDEe

：2 二4

4i4
・［・

38

4

4

：16

4

4

332

4

4

：64

4

4

、、28L2、6

3

3

2

3

：512

2

2

：1024

1／

1

：2048

0

0

表19

未　吸　収

K氏夫人
　　血球吸収

OMN－CcDEe
　　血球吸収

＼抗血清稀釈
　　f’＼　　　　未　　：2
　作用血球＼＼

：4 ：8 ：16 ：32 ：64

・MN－…DE・1・i・1・1・巨1・・i・

OMN－CcDEe

OMN－CcDEe

3

0

3

0

3

0

2

0

1

0

1ノ

0

0

0
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表20

来　吸　収

K氏夫人
　　鋤．球吸収

OMN－CcDEe
　　i血球吸収

’”
A・・_」充血L澗稀釈

　　－＼＼　　　未
　作用血球＼一＼　　，

・MN－C・DE・1・

OMN－CcDEe

OMN－CcDEe

3

3

；2

4

1

1

：4 ：8

1・i・

1！

1”

Q

0

：16

【・

0

0

・3－－28・256・5・2
^L・2・　・8

・14〃31・11一い・i・

0　　0　　0　　0

0　　0　　0　　0

〔，

o

0

o

o

o

表21　解離上消に対する各型D血球の凝集反応　　　　　　　　る。　このような人力判博通のD潔；lnL聾賛靴輸1丘し藩才1るi：E：

作鵬盤，脇。，鑑脹。鷺簾麟霧鰻贈ll蹴灘響1
凝集反応1°1°1°1°　　㍊摯騎能1，麓窒難1撫離；。i燧鵬雛1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼三意と対策を持つて臨むべきりぐあ猛、1二を感ず《・。

　　　　　　　　　　考　　按

私はこの漣の撒に「he・us　m・・k・y鮫抗D　御脂勲、、ただいた｛洲火糊1喩次撒授｝・駅

∫購を・d型ntLI｝Rで吸収して1’i‘つ繊翻鰍DlllL満呈矛　御礼を申上げるとともに瀞i脇加、焼い燃嚇lll・i∫

を噸した・この「hestts　m・・key鮫抗Dl備の　聞遡、殿4・瀬，畏野f燃1，r黒轍自ll，大鰍llU、｝畜

D糊齢・D抗原の部分抗馴勺教撫立てば・　院詫撒紹帳，栃木県購鯨腋贋麟騰綱披
D・抗体によるD撚性であり・蜥壽胃L－W棚酌　師嚇謝の勲鮒るものであります。
な考え方に立つて，この抗体がd型lllL球の熱処理上澗

による免黛によつても得られるという知見から，この　　　　　　　　　　　　　文　　献

抗原力担型血球にも存在しうる抗原であるとすれば，　　①K．Landsteiner．，　A，　S．　Wiener，〃An　a離lutレ

この虹備の抗L・W・抗体としてのD特異性は・d　。。bl，　f、。t。，　i1，　h。rnan　bl。。d　rec。gni・zecl　by

型1㈱こ徽するこの掘との反応カミ職鱗礫反応　im、nLln。、e，。　f。r・，h，，。，・b1。。d・P，。，，　S。，．．」£xp、

にむすびつかないという点に・若くは・d型」㈱こ存　Bi。L　223．1．94e　⑨A．　S．　Wi，。，，．．1－1．　R，

在する勲の抗麗では・鵬醐棚」纏麟嫌　P，t，，，．〃H。m。lyti、，，。。ti。。、　f。11。wi、lg　t，、n、一

で進展しないことによると謙る・いつれの敷那　fu，1。n，。f　the　h。m。1。9。。、9，。。P，　wit｝、　th，，，

立つにしても・D型血球中にこの抗原を欠如するもの　　　cases　in　which　th6　same　ag91utinostail　was

があり’この入が普通のD型【職で免疫されると・　，ep。。，ib1。．〃A、。．1。t．　M，d。，13、230・｝＿23£2．

この抗原｝ご対応する抗体姓じ，C　ti・力輸血副作隙　1941　③P、　Levin。．I　R，　E．　S、，t，。。．、’・　A。

の他の轄を伴うことが確認されたことは・臨床的　。n＿1　ca、e。f　i。trag，。。p、991。、ana、i。nV　J，

に極め磁大なこととtSわなければならない・謝　Am、　m，d．　Asc．，113、126～127，1939

までもなく，この獺をLW・抗原という齢に立　④P．・Levi。e．，　P．　V。9。1．　E．　M．　K、，，in、．　L．恥

ってみれば・d型血球のなかにもこの抗原を欠如する　　rnharn，〃Pathogenesis　of　erythroblastosis

ものとそうでないものの存在は綻翻…の場合も　｛・t。li，・st、ti，ti、al　e▽id，mce．・’・　S、i，n，，．94、37，1．一

この知゜抗駆対する抗体の齢槻言命上可能であろ　3・2，19・t⑤P．Levi。。，，　L．．Burnham，，　E．　M．

う・然し，d型醐中に儲するこの抗原の齢D　K。・、i。．　P．　V。、。L　，，　Th。，。1。。f　i，。h。m、、li，。．一

型血球中に存在するそれに比較すれば醤しくすくない　　tion　ill　the　pathogenesis　of　erythroblastosis

か・或は其の抗原性が著しく弥・訳であるから・こ　f・t・li・，〃Am．　J．・Obst．　Gy。，．42，937，、941

の抗原を欠くd型の人｝ここの抗原を持つd型の1fi1・bRが　　⑥J．　Murray．”Rh　antigeエls　of　Human　and

入り・対応する抗体を産生する可能ttl三についての臨床　　Monky　Blood”J．工mmuno1，68：513，ユ952

上の意義を前記の合場同様に考えることには問題があ　　　⑦J．Murray，，　E，　C．　Clark，〃Producti（，n　of　Auti＿

ろう。私達の現在までの経験によれば、日本人の場　　　Rh　in　Guinea　Pigs　from　Human　Eryしhroeyte

合，この抗原を欠く人は比較的に多いように思われ　　　Extract．”Nature　169；887，王952
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